
国土強靱化 民間の取組事例 056  エネルギー供給の維持 

自分を守る！ ▶ エネルギー供給の維持 11再生可能エネルギー等を活用している例 

056 水車による水力発電で独自の電源を確保 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
秋田県七滝土地改良区 - その他事業者 

（農業，林業） 
秋田県 

 秋田県の七滝土地改良区では、美郷町六郷地域に豊富に賦存する水力のエネルギーを有効利用した
発電を実施している。電力は、平時には街路灯に使用し、夜間利用者の安全を確保するとともに、
災害時には非常用電源になる。 

 同地区の水車は、温暖化対策の実証試験で民間企業が取り付けた全国的にも設置数の少ないダリウ
ス水車（土地改良区での設置例は同地区と長野県内のみ。）で、実証試験後、土地改良区が機材の払
い下げを受け、運用を行っている。マイクロ水力発電設備の先進事例として地域活性化につなげる
ことを目指しており、年間を通して 500Whの発電を見込んでいる。さらに、500ｍ下流に、１機の
小水力発電設備（11kW)を新設し（平成 28年年 3月末に完工予定）、発電設備を拡充している。 

 365 日稼動が可能であり、LED 照明及びイルミネーションを点灯させて街路灯として利用してい
る。また、街路灯の点灯・消灯は土地改良区職員が行っている。また、携帯電話への充電も可能で
あり、東日本大震災の際、系統電源の停電が何日も続き、本小水力発電を使って職員及び地域住民
が携帯電話の充電を行った実績がある。今後、売電や農業用ハウスでの利用を行うことを検討して
いる。 

 


